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人口 23,252人　 男性 11,156人
世帯 10,291世帯 女性 12,096人

　

櫻
木
神
社
に
つ
い
て
は
、
本
誌
27
号
で
も
紹

介
し
て
い
ま
す
が
、
上
の
写
真
の
よ
う
に
、
桜

の
季
節
の
櫻
木
神
社
は
ま
た
格
別
で
す
。

　

大
内
史
跡
マ
ッ
プ
に
は
、櫻
木
神
社
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

「
承
平
元
年
（
九
三
一
年
）
11
代
大
内
茂
村
に
よ

り
、
小
野
出
馬
に
創
建
と
伝
え
ら
れ
、
江
戸
中

期
に
今
の
神
田
の
地
に
移
さ
れ
ま
し
た
。
仁
壁

神
社
の
行
宮
で
、
境
内
の
桜
は
、
宮
野
桜
畠
の

も
の
を
植
樹
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

櫻
木
神
社
と
仁
壁
神
社
、
今
八
幡
宮
が
山
口
三

社
と
さ
れ
、
当
時
は
流
鏑
馬
な
ど
も
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
鳥
居
前
の
狛
犬
は
日
本
三

大
天
神
と
同
じ
萩
狛
犬
で
す
。」

　

ま
た
櫻
木
神
社
で
は
、
1
月
に
ど
ん
ど
焼
き
、

2
月
に
節
分
祭
、
4
月
に
春
の
例
大
祭
（
福
引

き
）、7
月
に
田
頭
祭
、11
月
に
秋
の
例
大
祭
（
も

ち
ま
き
）、
12
月
に
新
嘗
祭
と
、
季
節
ご
と
に
、

地
域
に
開
か
れ
た
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

各
行
事
を
準
備
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
総
代
会

や
奉
賛
会
の
方
々
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

茅野神田地区にある櫻木神社（大内矢田南６丁目７-23 ）



　

こ
の
日
は
、「
子
ど
も
の
や
る
気

を
高
め
る
〜
上
手
な
ほ
め
方
・
し
か

り
方
〜
」
と
い
う
演
題
で
、
小
林
洋

子
さ
ん
か
ら
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
お
話
を
聴
い
た
後
、
子
育
て
に

つ
い
て
、み
ん
な
で
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
「
ほ
め
る
」
も
「
し
か
る
」
も
、

そ
の
目
的
は
同
じ
で
、「
相
手
の
成

長
の
た
め
に
望
ま
し
い
行
動
へ
導
く

こ
と
」
で
あ
り
、
子
ど
も
を
し
っ
か

り
観
察
す
る
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

健康福祉部会の取組
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大内子育て応援講座＆みんなで語ろう！

大内子ども未来プロジェクト

大内小・大内南小に、ブルーベリーの苗を植樹
　

１
月
21
日
㈮
、
Ｊ
Ａ
山

口
県
大
内
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

生
産
部
会
の
方
が
、
大
内

小
と
大
内
南
小
に
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
の
苗
木
を
寄
贈

し
、
校
庭
に
植
樹
す
る
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

実
は
、
１
学
期
に
大
内

小
の
３
年
生
が
総
合
的
な

学
習
の
時
間
に
、
大
内
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
に
つ
い
て
学

ん
だ
こ
と
で
生
産
部
会
の

方
と
縁
が
で
き
、
今
回
の

植
樹
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
「
大
内
を
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
の
里
に
」
と
い
う
思

い
が
、
子
ど
も
達
に
受
け

継
が
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

大
内
地
域

の
地
域
振
興

に
つ
い
て
協

議
す
る
た

め
、
大
内
商

工
業
振
興
会

や
農
協
関
係

者
と
地
域
振

興
部
会
員
が

集
ま
っ
て
、

意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　
「
大
内
の

農
産
物
を

も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
」「
大

内
に
あ
る
職
場
が
ど
ん
な
こ

と
を
し
て
い
る
の
か
を
地
域

に
人
に
知
っ
て
も
ら
う
必
要

が
あ
る
」
な
ど
、
地
域
産
業

に
つ
い
て
の
広
報
活
動
が
大

切
で
あ
る
こ
と
を
共
通
認
識
し
、

継
続
的
に
話
し
合
っ
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

令和４年１月20日㈭

１月29日㈯ 19:00〜20:00

　

１
月
29
日
㈯
、
大
内
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
に
て
、
大
内
子
ど
も
未

来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
と
し
て
、

大
内
地
域
に
あ
る
大
内
小
、
大
内

南
小
、
大
内
中
、
山
口
中
央
高
校

か
ら
児
童
生
徒
が
集
ま
っ
て
、「
10

年
後
も
住
み
続
け
た
い
大
内
で
あ

る
た
め
に
は
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

グ
ル
ー
プ
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

小
・
中
・
高
の
校
種
の
違
う
仲

間
が
、
同
じ
テ
ー
マ
で
話
し
合
う

貴
重
な
会
で
、
各
グ
ル
ー
プ
が
10

年
後
の
理
想
の
大
内
の
姿
を
語
り

合
っ
た
後
、
そ
う
な
る
た
め
に
は
、

何
が
必
要
か
に
つ
い
て
、
話
し
合

い
ま
し
た
。

　
「
歴
史
や
自
然
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
安
全
で
、
し
っ
か
り
と
交
流

し
合
え
る
街
で
あ
り
た
い
」
と
い

う
子
ど
も
目
線
で
の
強
い
思
い
が

ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
る
貴
重
な
意
見

が
、
た
く
さ
ん
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
に
は
も
う
一
度
集
ま
っ
て
、

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
や
市
に
提
案

す
る
内
容
を
ま
と
め
る
活
動
を
行

う
予
定
で
す
。

文化教養部会の取組

地域振興部会の取組大内地域懇談会

Ｄ班の発表 Ｃ班の発表 Ｂ班の発表 Ａ班の発表

１月31日に、㈱イズミと大内連合
自治会がゆめタウン山口の屋内駐
車場の緊急避難場所としての使用
に関する協定調印式がありました。

ゆめタウンの屋内駐車場が
緊急避難場所になる!?



�

有
井　

基
和　
（
81
歳
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
河
川
敷
や
川

岸
の
草
刈
を
行
い
、
地
域
の
美
化

活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
の
会
の
総
括
を
し
な
が
ら
、
そ

の
啓
発
に
努
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

�

樫
木
ミ
キ
エ　
（
88
歳
）

　

15
年
間
、
週
５
回
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
に
参
加
し
、
練
習
の
な
い

日
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
も
取
り
組

ま
れ
、
い
つ
も
庭
や
菜
園
の
手
入

れ
を
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

�

田
丸　

鶴
子　
（
88
歳
）

　

15
年
間
、
週
５
回
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、

洗
濯
と
庭
や
畑
の
草
取
り
を
日
課

に
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

�

吉
屋　

和
枝　
（
83
歳
）

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
25
年
間

続
け
、
今
も
週
５
回
、
２
時
間
程

度
練
習
さ
れ
て
い
る
。
練
習
後
に

は
農
作
業
に
も
取
り
組
ま
れ
て
お

ら
れ
ま
す
。

令和４年度の地域カレンダーの配布 お知らせ
　

昨
年
末
に
は
、「
地
域
カ
レ
ン

ダ
ー
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
多
く

の
方
が
セ
ン
タ
ー
に
来
ら
れ
ま
し

た
が
、
本
誌
36
号
で
も
お
知
ら
せ

し
た
と
お
り
、
令
和
４
年
度
の
年

度
始
ま
り
の
カ
レ
ン
ダ
ー
と
し
て

３
月
中
旬
に
完
成
し
ま
す
。
地
域

の
関
係
機
関
や
関
係
者
に
配
付
す

る
関
係
で
、
一
般
希
望
者
へ
の
配
布

は
昨
年
よ
り
大
幅
に
少
な
く
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
一
般
希
望
者
へ
の
配
布

に
つ
い
て
は
、
３
月
22
日
㈪
か
ら

大
内
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
一

人
１
部
を
配
布
し
ま
す
。
カ
レ
ン

ダ
ー
配
布
は
、
な
く
な
り
次
第
終

了
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　

山
口
市
で
は
、
市
民
の
健
康
づ
く

り
の
意
識
高
揚
と
活
動
促
進
を
図
る

た
め
、
健
康
長
寿
の
方
の
健
康
づ
く

り
に
向
け
た
自
主
的
な
取
り
組
み
を

讃
え
、
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
令
和
３
年
度
の
「
や
ま
ぐ

ち
元
気
い
き
い
き
大
賞
」
の
受
賞
者

の
発
表
が
あ
り
、
市
内
で
39
名
の
方

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
大
内
地
域
か

ら
は
、
次
の
４
名
の
方
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

大内小がルーキー賞を受賞
第８回全国小学校ラジオ体操コンクール

　全国各地の小学校399チームが参加した今年度の全国小学校ラジオ体操
コンクールの技術部門において、金賞、銀賞、銅賞が各１チーム、優秀
賞が７チーム、そして敢闘賞１チーム、ルーキー賞１チームと、全国で12
チームが表彰されました。その中で、経験は少ないながらも印象に残るチー
ムとして、「大内小ラジオ体操溌刺隊ミラクル」チームがルーキー賞を受
賞されました。おめでとうございます。
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ちょっといい話

６年生からの記念品贈呈の様子

象頭山のイルミネーション

　

茅
野
神
田
子
ど
も
会
で
は
、
12
月
12

日
に
、
大
内
南
小
学
校
の
体
育
館
を
借

り
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開
催
し
、
ビ

ン
ゴ
や
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

実
は
、
そ
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
の
前
に
、

日
頃
か
ら
地
域
で
見
守
り
活
動
を
さ
れ

て
い
る
茅
野
神
田
地
区
の
見
守
り
隊
の
方

を
招
い
て
、
感
謝
の
集
い
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
集
い
で
は
、
６
年
生
代
表
の
稲
葉

健
大
く
ん
が
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、
他
の

６
年
生
か
ら
記
念
品
を
渡
す
と
と
も
に
、

見
守
り
隊
の
方
お
一
人
お
一
人
か
ら
お
言

葉
を
い
た
だ
く
こ
と
で
、
交
通
安
全
の
大

切
さ
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
に
と
っ
て
も
、
見
守
り
隊
の
方

に
と
っ
て
も
、温
か
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。

　

12
月
23
日
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
情
報

維
新
や
ま
ぐ
ち
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

番
組
で
、
象
頭
山
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
生
中
継
が
あ
り
ま
し
た
。

　

写
真
は
そ
の
と
き
の
様
子
で
す
。

実
は
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
下

で
、
象
頭
山
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
代
表
で
あ
る
小
林
和
弘
さ
ん
が

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
て
い
る
の

で
す
が
、
写
真
で
は
暗
く
て
分
か

り
ま
せ
ん
。

　

小
林
さ
ん
の
話
で
は
、
象
頭
山

の
山
頂
を
地
域
住
民
の
憩
い
の
場

に
し
よ
う
と
考
え
、
平
成
15
年
か

ら
整
備
を
始
め
た
そ
う
で
す
。
山

頂
の
展
望
台
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
飾
り
は
じ
め
て
か
ら
、
す
で

に
15
年
は
経
過
し
て
い
る
そ
う
で
、

５
月
に
は
鯉
の
ぼ
り
を
掲
げ
、
12

月
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
の
雰
囲
気
を

出
そ
う
と
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

小
学
生
の
遠
足
コ
ー
ス
に
も
な
っ

て
お
り
、
大
内
中
の
１
年
生
が
行

う
地
域
学
習
で
の
昼
食
場
と
し
て

も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
正
に
地

域
の
憩
い
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
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◆日　時：３月23日㈬　19:30〜20:30
◆場　所：大内地域交流センター和室
◆定　員：10名（先着順）
◆対　象：大内地域在住・在勤の女性
◆参加費：500円
◆持参物：タオル、飲み物等
◆申込み：大内地域交流センター　
　　　　　☎927-0473

4

３月の主な行事予定

図書室からのお知らせ

日 曜日 行事名 時間 会場 日 曜日 行事名 時間 会場

 ２日 水 民児協定例会  9:30〜 大内地域交流
センター 17日 木 大内まつり実行委員会 19:00〜 大内地域交流

センター

 ５日 土 子ども未来プロジェクト 13:00〜 大内地域交流
センター 19日 土 子どもいご教室 13:00〜 大内地域交流

センター

 ８日 火 育児相談 10:00〜 大内地域交流
センター

23日     水    

子ども手芸教室 15:30〜 大内地域交流
センター

12日 土 救急救命講習  9:00〜 大内地域交流
センター ヨガ教室 19:30〜 大内地域交流

センター

13日 日 大内歴史講座 13:30〜 大内地域交流
センター 26日 土 子ども生け花教室 13:00〜 大内地域交流

センター

新刊図書
たいそうするよ　１・２・３はい！ 高畠　純

世界一まぎらわしい動物図鑑 今泉　忠明

小学館学習まんが人物館　北条政子 山本　みなみ

愚かな薔薇 恩田　陸

ひとりでカラカサさしてゆく 江国　香織

マンガでわかる！
認知症の人が見ている世界

川畑　智・
遠藤　英俊

・１回につき、一人３冊まで借りることができます。
・�本を借りる時は、事務室の貸出ノートに記入してください。
・返す時は事務室に持ってきてください。
・初めて借りる人は、登録カードを作ります。
※�本は、みんなで利用するものです。大事にあつかってく
ださい。もし破れたら、返す時に声をかけてください。

http://www.ohuchi-machizukuri.com/

【カラー版おおうちだよりが見れます！】

大内地域交流センター（10:40〜11:20）
２日・16日・30日（水）

「ぶっくん」運行予定表（3月）

【発行・編集】

大内地域交流センター・大内まちづくり協議会
●大内地域交流センター
　　　　　　　　　（地域担当）　TEL･FAX 083-927-0473
　　　　　　　　　（行政窓口）　TEL 083-927-0301
●大内まちづくり協議会事務局　TEL 083-996-5798

≪住所:〒753-0221　山口市大内矢田北一丁目10番11号≫

大内地域交流センター
　　　　　インスタグラム

Check it!!

大内まちづくり協議会ＨＰ

大内まちづくり協議会スマホ対応

ページに

なりました！

受付３月１日㈫〜

「脱隊騒動から１５０年」
講演会開催 ヨガ教室参加者募集！

◆日　時　３月13日㈰　開場　13:00　講演　13:30〜
◆会　場　大内地域交流センター　２階　講堂
◆講　師　池田　勇太氏（山口大学人文学部　准教授）
◆申込み　電話または右記のQRコードからお申込み
　　　　　大内地域交流センター（TEL 083-927-0473）
◆定　員　30名　
◆主　催　大内地域交流センター　　◆後　援

子育ての合間の時間や
ちょっとリフレッシュしたい方はどうぞ！

第９回大内
歴史講座

　私たちの住む郷土大内の歴史を学んでみませんか。
　この度は、大内中の側に石碑が存在する「脱隊騒動」について、講
演会を開催します。ぜひ、ご来場ください。




